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※ 今日で実り多かった２学期を終了し，明日から冬休みを迎えます。冬休み中の緊急連絡先を記しておきます。 

緊急連絡先 → 学校：+971-4-344-9119（平日勤務時間中）  緊急用電話：+971-50-459-2918（教頭携帯） 

UAE公共部門の週 4.5労働日を導入！ 

 上記ニュースが突然もたらされた翌日，KHDA（ドバイ教

育局）から，ドバイの私立学校についても 1月 1日より，

月曜日から金曜日の午後 12時までの日課に移行するよう

通達がありました。 

 これにより，３学期始業式を 1/10に，運動会を 1/29（今

年は観客を入れて行うことが出来ます）にと，それぞれ日

程変更をいたします。修了式，卒業式の日程は変更ありま

せん。 

 また，週休日を土，日とし，金曜日を午前授業といたし

ます。これに伴い，授業時数確保の観点から，日課を変更

いたします。詳しくは別に出ております学校からのお知ら

せをご参照ください。 

 なお，次年度の年間教育計画を上記にあわせ，急ぎ修正・

作成中です。行事の精選などを行い，年間授業時数の確保

に努めます。 

今年度末に帰任する派遣教員 

 文部科学省より派遣される教員には２～４年の任期が

あります。今年度いっぱいで任期が満了となり，帰国する

教員をお知らせいたします。 

 氏 名 主な分掌 本校勤務 国内所属先 

内藤 竜也 教務主任  ４  大阪 

松﨑 裕介 Ｇ３担任  ３  東京 

向山 良祐 Ｇ８担任  ３  山梨 

山八 亮祐 Ｇ５担任  ３  和歌山 

立花 奈巳 Ｇ６担任  ３  福岡 

橘  寛志 Ｇ２担任  ２  兵庫 

小笹 雅章 校務主任  ２  大阪 

 コロナ禍における学校経営という困難な状況の中，本校

教育に力を尽くしていただきました。４月には新たな派遣

教員をお迎えし，これまでの財産を受け継ぎ，発展させて

参る所存です。 

ドバイ Expoジャパンデー（12/11）での催事出演，ご協力に感謝！ 

 12/11（土）のジャパンデー催事出演，公式式典でのパフォーマンスの披露は無事に終えることが出来ました。特に公式式

典でのパフォーマンス披露については急に決まったために，直前まで詳細が分からない中，保護者の皆様には送迎等で多大な

ご迷惑をお掛けいたしましたが，大きな成果を得たものと考えております。 

 思えば，コロナのために１年半以上，集会や行事が禁止され，保護者も校内に入ることが許されず，集団で何かを創る経験

が再開されたのは９月から。保護者の皆さんは未だに学校において子どもたちの活動を直に見ることが出来ません。そんな

中，ジャパンデーに向けて「南中ソーラン」に取組み，磨き上げる経験は大きな教育効果をもたらし，最高の発表の舞台を得

ることができ，大きな成就感と感動，思い出をもたらしてくれました。  

 学校運営理事会の席上，ご参加いただいている関口総領事からも「日本人学校のパフォーマンスは大きな感動を観客に与え

ていた」とのお言葉をいただきました。ジャパンデーの催事関係者の皆様からは，「日本人学校の児童・生徒のお陰で，無事

にジャパンデーを終えることができます」と沢山の感謝の言葉をいただきました。 

 ある方からはこんな情報もいただきました。「万博のこれまでの会期中に，子どもがパフォーマンスを披露したのは日本人

学校が初めてで，もしかすると今後もないかもしれない。万博のコンセプトのひとつに“未来に繋がる”というものがある

が，子どもが参加するということは，その意味でも大きな意義をもつ日本人学校のパフォーマンスであった」 

 全校児童・生徒，保護者，本校スタッフの協力のもと，文字通り全校一丸となった取り組みは，大きな成果をもって終える

ことができました。児童・生徒の皆さん，保護者の皆様，職員の皆様，関係者の皆様に心より労いと感謝の言葉を伝えたいと

思います。「ありがとうございました！」 

 

←催事広場での
演技（小学部）と
公式式典での演
技（中学部）。保護
者の皆様がお越
しくださったこ
とにより，沢山の
観客の中で演技
でき，とても良い
思い出になりま
した。 


